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南米におけるイ［月］マメ科植物の探索導入

と試験研究状況調査報告書

荒片克柏＊

白崎尚時＊＊

I . はじめに

熱幣農業研究センターは昭和46 年以木、熱ヽ］『・廿熱閉•ク）｛『物）坪人肘II化にl見jする研究を実施し

ており、これまでにパイ十ノプル、サトウえビ、牧草の導人を行ってきた。昭和50年度は南米の

熱帯・ •IF熱幣の平地ならびに山畠地帯において栽烙されまたは自生しているマメ科植物の収集を

行ーった。対象国はコロンビア、ブラジル、アルゼンチンおよびペルーの 4カ国で、食用マメ類、

マメ科牧箪および被覆作物を収集の目標とした。

また、同時にこれまて農業研究情報の極めて少なかったブラジル、コロンビア、アルゼンチン、

ペルーにおける農業関係晶験研究機関を訪れ、研究の状況についても調査を行ったので、こ、に

併せて報告する C

今lnlの南米出張に際し、種々御懇篤な御援助をいただいた在コロンビア国本邦大使館、在ブラ

ジル国本邦大使館ならびにリオデジャネイロ、サンパウロ両総領事館、在アルゼンチン国本邦大

使館、在ペル一国本邦大使館、府ペルー円、国際協力事業団、漁業専門家、東海区水産研究所、

岡田稔博I:、在コロンヒア国際熱帯農業センター河野和男t•1/: I:、ブラジルttlサンパウロ小卜1立農学

研究所Dr.Shiro Miyaヽaka. 罠林省横浜柏物防疫所・羽 LU支所、その他口カ問国関係諸機関に深く

感翡すtjJf-.ける次第てある。

また、この調杏・研究の機会をりえられた熱閤農菜研究センターならびに報告青作成にあたっ

てこ助言を ff!いた同センター関係各位に深〈感謝の立を表する。

なお本報告げは昭和51年に執1'!されてし,tこか、中情かあって遅延した。調在対象のなかには、

その後進展のあることも想像されるか、それらの、1.'、＼に留怠して本報告をこ利用］孔ければ幸である。

＊熱帯農業研究センター研究第 1名r,

＊＊農業研究センター企向連絡宅
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JI. 旅行日程および訪問先

昭和51年 2月6日、東京を出発、途中ロサンゼルスを経由して 2月8日、最初の訪問国である

コロンビアの首都ポコタ市に到着。まず大使館の御配慮てコロンビア農牧庁(ICA)を訪問、今回の出

張目的を説明すると同時にマメ類に関する情報を得た。ボコタ市では農牧庁チバイタタ中央農牧

研究所、技術研究所等を訪れ、農業試験研究ならびに食品加工に関する研究について視察した。

次にボゴタ市郊外において山岳地惜に自牛するマメ科植物の採集を行った。またボゴタ市より約

100 kmはど東側に下ったアマゾンの入「］にあたるビリャビセンシオを訪れ、植物採集を行うとと

もに、ラ・リベルタ試験地を訪問した。

2月16日 コロンビアにおける第 2の工業都市であるカリ市に移動、同地にある国際熱幣農業

センターならびにパルミラ試験地を訪れた後、太平洋岸のブエノベンツーラまで、山岳地帯から

平地にかけて植物採集を行った。

2月27日 ボゴタ発、ブラジル、サンパウロのビラコーポス空港に到着。熱帯罠業研究センタ

一日野技官の出迎を受けた。

まず元サンパウロ州農学研究所豆類研究室長のDr.ShiroMiyasaka (現、所長袖佐）を訪問、

ブラジルにおける研究機関の訪問ならびに植物採集について助言を受けた。はじめにサンハウロ

から大西洋岸にあるサンセバスチャン島まで4日間、自動車旅行による植物採集を行った。サン

パウロにおいてはJ小I立農学研究所、畜産技術研究所、食品技術研究所、カンピーナス大学農学部

を訪れ、情報を得た。

3月11日 リオデジャネイロに飛び、リオ市周辺において植物採集を行った。

3月21日 サンパウロ発、アルゼンチンの首都ブエノスアイレスに到着、大使館ならびにアル

ゼンチン外務省係官の出迎を受けた。人国 3日目、イサヘル・ペロン大統領か倒されるという革命

事件に遭遇したが、今回はこれまでにないおだやかな革命で、 1f:l、ホテルに待機しただけで、

概ね予定通りに行動することができた。まずブエノスアイレス市にある農牧庁を訪れ、アルゼン

チンの農業試験研究状況についで情報を得た後、農牧庁農牧研究センターの農業植物学研究所な

らびにダーウィン記念植物学研究所を訪問した。次いでプエノスアイレス市郊外ならびにラプラ

タ市まで植物採梨を行った。

4月2日 ブエノスアイレスを出発し、チリのサンチャゴを経由してペルーのリマ市に到着。

こ、で国際協力事業団の漁業専門家として滞在している東海区水産研究所の岡田稔博士の出迎を

受ける。ペルーはインカ帝国時代の遺跡か多くみられ、出土品も多く、古くから農業が行われて

いたことかうかかえる。ます歴史的な面から理解するということで Mr.Yoshitaro Amanoのコレ

クションか展示されている Museode Amano (犬野博物館）を訪れた。次いで、リマ市より北へ

150kmのウァチョまで海岸砂漠地幣にオアシスをもとめて植物採集を行った。 リマ市郊外にラ・モリ

ナ国立農科大学および地域農牧研究センター (CRIA)、国際馬鈴薯センターがあり、岡田博士の案

内て、 トウモロコシ、マメ、ジ予ガイモ、キノア等に関する情報を得た。次に 4月11日、北部ペ

ルー平地における植物採集と研究所訪間のためにチクラーヨに移動。チクラーヨ郊外のビスタフ
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ロリダにある北罪地域農牧研究センター (CHL¥--VJ) -rヽ：よ多く:ア）真ilJマメ］）＇］］りを之： tだ

4月17日 今回の出化の最後の日的地であるアンテス 1日り爪中のクスコ市を詞iした ‘り地は椋高

3,31□ mの高原都rl」で、占代インカ帝［日時代よりシ、＼カイモ、 トウモロコン hhており、

各種雑多な晶和わかみら 1しだ クスコを［「心戸マチニヒチ □ 等（こ）Lをのはし、村I物採集をh-った

まだL:Jil立：クスコ大学を，山れマメ刊・木直物、 ルーーヒンに閃する恰級を得るとどもに を:
J
 

i
 

受けだ。

4月29日 リマ発ロサンゼルス経由にて束皐1こ

日 程 表

年 JJ 日 廿―/l11 

51 2 6 （念）

7 〈上）

8 （日）

， (Jl) 11コロンヒア1吐［大使館表牧

『占間

中央農牧研究所；；カ間

コロンビア大学 f:l然科学研究所山間

技札:j研究所1山間

農牧庁ビリャピセンシオ地域センター訪間

II Ii ラ・リベルタ試験場訪間

ボコタ辺郊にて柏物採恥

15 (日） 査料悠埋

16 (月） ホゴタ ーカリ

1且際熱帯農策センター；；方間

農牧1『カリ地域センター訪間

カリ ー ブエナベンツーラにて柏物採見

カリ ー ホハヤンにて柏物採集21 (i) 
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月~ 務

東が、: - ロサンセャルス

ロサンゼ~口□
ボゴタ

カリ ーボゴタ

報告内作成

コロンヒア大学自然科学研究所訪間 栢物詞定

査料対勺It[• 発送

大1史館ならびに ti"l<18父屑iド；',―り1兄t廿

ホゴタ ー サンノ、内ロ

Dr. Shiro lvli:,'asaka f; カ間 日程打ち合せ（カンピ・ーーナス）
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サンセハスチァン島へ植物採集に向かう

3 3 (水） サンセハスチァン島 ー サンハウロ

4 (木） サンパウロ総領事館表敬

5 ({t?) サンハウロ ー カンピーナス

農学研究所訪間

食品技術研究所訪問

畜産研究所訪間

）

）

）
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j
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J

}

 

,
＼
'
（
（
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7

8

 

カンピーナス ー サンカルロスにて柏物採集

資料棺理

カンピナース大学農学部訪問

カンピーナス ー サンパウロ

9 (火） 植物学研究所訪問植物同定

10 (水） 資料整理

11 (木） サンパウロ ー リオテジャネイロ

リオデジャネイロ総領事館表敬

12 (金） リオデジャネイロ植物園 柏物同定

リオデジャネイロ近郊にて植物採集

15 (月） 報告書作成・資料整理

16 (火） リオデジャネイロ総領事館表敬

リオデジャネイロー サンハウロ

17 (水） 報告書作成・資料整理・発送

19 (金） サンパウロ総領事館表敬

20 (土） Dr. Shiro Miyasaka訪問

農学研究所表敬

21 (日）

22 (月）

23 (火）

24 (水）

25 (木）

26 (金）

27 (土）

28 (日）

29 (月）

30 (火）

サンパウロ ー ブエノスアイレス

在アルゼンチン本邦大使館表敬

市場にて食用豆類収集

革命は‘` っ発 ホテルにて待機

農牧技術研究所訪問

ダーウィン記念植物学研究所訪問 植物同定

ブエノスアイレス市近郊にて植物採集

資料整理

大使館にてプエノスアイレス大学関係者と懇談

農牧研究センター農業植物学研究所訪問

報告書作成 資料杞理
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31 (水） ！！ 
,, 

4 1 (木） 大使館表敬 資料発送

2 (金） ブエノスアイレス ー リマ

府ペル一本邦大使館表敬

3 (土） 尺野博物館見学

4 (日） リマー ウワチョ 柏物採集

5 (月） ラ・モリーナ国立農科大学訪間

地域農牧研究センター (CRIA-I)訪間

6 (火）

7 (水） 国際馬鈴しょセンター訪問

汎米農業科学研究所アンデス地域事務所 (IICA)訪問

9 (金）

10 (土） 資料整理

11 (日） リマー チクラーヨ

12 (月） 北部農牧研究センター (CRIA-N)訪間

14 (水）

15 (木）

16 (金）

17 (土）

18 (日）

21 (水）

22 (木）

23 (金）

25 (日）

26 (月）

27 (火）

28 (水）

29 (木）

ランバエソケ近郊にて植物採集

チクラーヨー リマ

資料整理

リマー クスコ

マチュピチュにて植物採集

クスコ大学農学部訪問

クスコ郊外にて植物採集

クスコー リマ

サンマルコス大学自然史博物館訪問 植物同定

漁業省表敬

報告書作成・資料整理

大使館表敬 資料発送

リマー ロサンゼルス

ロサ／セニ二□□-
東京
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!II 有用マメ科植物の収集について

中悴j米は、

サイラトロなど、

蒻〈力、人り、

て＼ヽ る G

そ

インケンマメ、

巾‘, 
ク/

＼
 

名／

ヽ

ー
4

、け

マメ類について多くの品秤、

7 オイ-✓ メなどの良月］マメ］且ならひに

なマメ

-要なマ I)直（こど・バ、ては、

の被覆作物に利用てぎるようなはふく

さらに今回の植物探索の機公を利用して、

1り、「附地て、ある

そ

わか1月の研究者によっても過」；だひたひマメ ftrlの収

されて苔だ

で主要な探索対象にされなかったマメ tH』物を宇1本に叶佃1を

本熱幣農菜研究センター沖纏支所の囀人対象［『物の

メ，

この地域に~ は且凡；：

fし、

しだ

のスタイロ・

多く

f

}

 

~
~
~
 ず

1

9

A

1

 

s9f 
竺れて苔

インゲンマメなどの食用

したかって今inlCl)探索［こついては、

すなわも食II]マノ類ては

南米原所のルーピンの一柿であるハールルー• ヒン(、 f.11/J//ll{S ll1Llf砂 i!isSw.) なュらひに湿潤熱幣

の熟幣マメ日り付の収集に ip点をお〈こどにしだ。 1打者

は寒冷地向ぎの高たんは〈、高附肌マメ知として五年江目されはしめてしヽるものてあり、

-~]にとりあげられてしヽるものてある

これま

は

その他の食用マメ類およひマメ科牧ばにつ¥>ても、

主として現地の試験場ある＼ヽは市場にて可能なかぎり集めることにした。採索地は臼籾、ノヽ一）し

ルーピンについてはアンデス山脈の高地、はふく｛りの熱帯マメ＋斗革秤については、 ブラジル・サ

ンパウロ』州の海岸地幣を予定していたか‘後者はさらにコロンビア西部の山岳地幣から低地にか

けても採集することかてぎた。

3 ヶ月間に 4 カ国としヽう駆け足旅行ではあったか、収集、,,'~数は、ハール）レーヒン 6点を含め食

用マメ類97点（表 1) 、マメ科野芍類106心、（表 2) ぎーノアなどの雑投類その他 17点（表 3)

220点におよんた。収集した種子サンプルのうち、コロンビアとブラジルで集めたものは、

計

その半

最を現地関係機関に残し、残りをわか国に 入した。 これらは現府熱瞥農業研究センター本）i)「と

沖縄支所に保存されている

を第 1-5図に小した。

（表 4-6);なお南米各国における主な訪間地およひ柏物i凩集］レー）ヽ

前述のとおり、今回の出張で植物探索に直接あてることのて苔た時間は極めて限られたもので

あった。 このため、対象としたマメ科栢物の収集にも限度かあったが、ペルーてはパールルーヒ

ンの、またコロンビアとブラシルでは熱幣マメ科＾革種の探索・収梨をはじめている現地の研究者

に会うことがでぎだ，、9 これらの研究者と紅見を交換し、今後の研究推進にとって仇重と息われる

つなかりを得たことか大きな収桟であった。以ド、概略を紹介する。

1) コロンビア農牧庁 ラ・リベルタ試験地における在来の熱帯マメ科草種の収集

標高2,518mの高地にあるボゴタ由内より車でおよそ半日、 追中 3,000m級の山を越え東部の

低地におりたところに、 ヒリャヒセンシオという田舎町である。 こ、からさらに20kmはど離れた

場所にあるラ・リヘルタ』＼咲地は、椋仇ふ:16m 、平均気乱1~27℃、年降由鼠 3,000mmの湿濶熱罰に

怜置する。この辺ー、開は 1ム大なり原地罰て、サワ十と呼ばhるイネ科り！（乃aclz胃り（房011sp,)か

占バ1神となってしヽる r 牧養力は駆嬬に低〈、 20ha(こつき 1

か；ナて一郎のりi地に：ょ月）adzioria d汀 11mcい 1さ などの改良

にすぎなし‘。 こ、から山麓に

入されているか、大部分のりl
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La l'h11a 

[,] 4 アルセ／チン 1:おける柏物托us) し ~1ヽ
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図 5 ペルーにおける栢物採集ルート

地は、 4月より 11月まての乾季に行われる火入れか唯----の草地骨刑法て、そのためにマメ利草柾

ははとんど消失してしまった。そこて白試験地のネルソン・ビーハス氏は、付五の草地より D←

さmodiwnl>arhr1t11111, Lornia dz砂直a, 炉1-zaseoluさ sp.などのマメ科野17'を収集して 1区両 2-3 

aはどの面栢に柏付け、これらの介来マメ科芍種の保存に努めている。なおマメ利牧位について

は、そのはかに Strloscmthcsguyanensisの施肥試験を行ってしヽる程度て、こ、では収集・保存

か主と見受けられた。

2)国際熱帯農業センター (CIAT)における熱帯マメ科草種の収集・評価

熱幣飼料プログラム（丁ropicalFot逍 gpPru gram) は、熱瞥マメ科牧位による南米の広大なサ

ハンナ地瞥のが地改良を研究諜題としている。こ>てははは 1年半前より、マメ利依種の組織的

収集か開始きれた 現イ！は収集したものの増舶と病虫古抵抗I外に関するスクリーニンクを実施し

ている段階て、配付用の種fはない。

収崖点数は索） 1,200. 点で、うも約 600.'ばか Stvlosanthcs属てある 3収集対象―r7':種は Stylosanth心

の外に、 Centrosema, Dい扉）diw11、砂{lゞ co加属にも重点かおかれている。このうち、酸1り」一
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のやせ地向き芍柿と考えられて vヽる St豆osanthcsguyaneい 1.¥ では、病害は炭疸病、虫害はメイ

チュウか車製てあるという。とくに削者については伽離温充の一部で接秤試験を行い、抵抗性品

秤のスクリーニンクを実施してしヽる 0 本草秤は、はふ〈性から立甘まで形態的変異か大きく、ま

た一的に位やの乾躁カヽ苫しし、地域からのものは、種—f を多量につける傾向かあるといわれている。

なお、今回のマメ科牧章の収集とは直接には関係ないか、 CIX「の構内は芝生の仇りに "¥ra-

chis /Jro豆rataによって美し〈被覆されていた。本柿は秤子かはとんど生韮されないため、 CfAT

ては苗て増傾している。増茄法につし-,ては、 Prnf. Geraldo Pinto Chu: da Almas, じniversiciade

de Bahia, Brazil. に間合わせiしば情報か得られる。

3) カンピーナス大学におけるプラジル産熱帯マメ科草種の収集

当大学のエルモージエネス、テ・フレイラス ・レ ／・フィリヨ氏は畜庄技術研究所

ituto de 7'.ootccnia) と協力して、ブラジ｝しに目生ずるマメ科牧草の収集を開始して vヽ る。対象と

する地域は、北はバイア）小Iから酎はサンパウロ,mまて、日

開始したはかりで、現在まだ 400点程度である。

Phas『()加属てあり、単秤の同定か行わh、まだ

われてしヽ るふ

その他の草枠ては Canaualia 

白然草地のマメ

1 Jj点てあるか、 ITt両は

はDesmodium， 

る。 ミモサの知もブラシ

iしる。 他）.i Clitona のように毒刊のあるものには

るどしヽわれ

な地位を占めていると~＼ヽわ

リ、 Clito1ir1属は

の他にも有毒成分を含むものが多いとのことであった。

4) クスコ大学におけるパールルーピン（現地名タルウィ）の収集

オスカール~ ・ブランコ。ガルドス氏による <--Iレ］し，―-ピン 集に」： i)、

までに ,1~10点あまりか集められてし＼るぐノ{--)レルーピンはもどもと山間の猫の額はとの畑に、

ィンティオか細々と栽培していた作物で耐肥性に乏しく、大学の圃場では成長しすぎて倒伏した

り、病気か発生して

れている。

多い。当面の育種目標は、 、多収、高脂肪含量、耐例伏性におか

このうち、熟期については、播種から収穂まで通常 8ヶ月はとか、り、畠地では登熟にまで全

らなしヽため、旱生系統の選怯か釘われ、凰に 5カ月で収棧可能な系就か得られてしヽるっ

は lha当り、

におしヽ てしヽ る C

農家で0.7-0.~lt 、 圃場て l.5--1.8tど帆しゞ か、.:1汀来の目椋を 2t以上

了•実のたんばくならびに脂肋含贔はともにダイスなみてあるか、現介のインディオの

ては、高たんは〈品柿を栽拾してそれを食称として向接利J廿するよりも、むしろ搾油粕を安価な

だんぱ〈源として利「廿するはうかより現実的であるのて、高脂肋品種を育成することに咽点をお

しヽてしヽる。 もちご，k、たんぱ〈、 JJ臼力合畠ともに高し入 らti..、 しヽはずてあるか、 lヽj大

学のー［実成分の分析鈷呆ては両者の間に負の相関かみれらる 0 1庁氾11'{1の利m法として、たとえば

小麦粉の培量剤としての利用か考えられるか、 2割位混人しても良 ＜ンが得られるとのこと
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あ／~）だ r・ キ、
ふ ,f:)、

イドの少なし、

Vf/も

よる

のため し、グ）で、

をもづ晶飩を青成9―ることに内念してし＼る。

ヽ1,1→

J、,-、

本種：ょ

した有月J柏物のうち

を以下iこ

゜
1

こ.,
 

、F
l~ 

9,~ ＼

，

 ー

Dcsinodium 

である

るものは、．

成も望まれてしヽる

＼ヌスビトノヽ …ヤ属）

及ぶ。世界中におよそ 200種か知られてしヽる。

ヌスヒトハヤなど数秤にすぎない 0 飼料用草種として優れたものが多く、

としても利用可能なものか少なくない

“応心ndenゞ !Sw.)DC. 

C

』.
1
 

9
.
l
 

.
I
 

9
.
 

~
ヽ

c
 

t

令

→ おl,ヽ ては＂ 日然砧地の構成草秤として重要である C 地表を

するため、

2: し D.

コーヒーのプランテーション

加 rbatum(Lゅ〕恥nth

主としてフラジルウハラクアイ。アルゼンチン東北邸にかけて自生する半はふく付の多年生草

である。い高は 1mにも迄するものもある。茎葉全体に密毛を有する。 ii及地の石）天欠乏の酸性

では、ア，レファルファに代りうる

もしヽ わtLてしヽ る

メリカ

グラス(、Panzcunz

利,fを

中にアルカロイトを

、人
ヽ？ー，

出
T

:l / D. canum (Game¥!) Schinz et Thellun廷

和名

及名

てある

に哨し

9
1
f
 ,

L
 

-:30c111の4ヽ形刀

との

50cmに

になるつ小集の L間は無［、 卜面は多少灰lょl

4 ) D. hetり OJりいII砂 1(Willd. ) DC. 

和名

英名

灰；「心きに「仕間かか江るだめ、

：！レク、ョンては、

-1)マ五効にある［月

才しだ力、、 』見バ生にt,・ド悧iして：しヽる

，を

-、＋十＾
、人、_J_・.Cl) 

アルカロ

ア］しカロイドに閃しては

ラ名モリーナ悶刊

クスコ

~ ベ、
'~ 

ア）しカロイ］、ゞ cl)間四は将来の課題どして残し、 A

}

 t
 

なものにつし、て、文It式ならびに現地での調査に基つぎ、

わか1土］に産す

さらに

生するし

り、湿似l気候にも良く適応する。家畜．の採食に刷え、放牧地では茎の節からも発相する。

高

として特に

お、入しヽ、雄草を抑制

されるとしヽわlLる、）

と名えられている。また恨こぶ線虫に抵抗竹：かあると

どなる力、雑ー限化するおそれも大苔いものと思われる 3

タチンハ＇，、ヤ

Cree、pingbeggar weed 

るはふ <'I生の多年 て、生の某部は木質

ての生行は良好てあ

ギ、ニア

-Ill月えるといわれる，、れj1縄には戦後導人された。

カワリノ、マヤエハヤ

lletero 

ノ、、イマヤエハヤに良〈似とはいく↑生の多年生り本である＿ り,:;高は時に20-30cmに る。生は

細くて分枝し、小枝に開出［かある 0 小策は雌礼t柏ド］形て円叩である。 アジアからオセアニアに

かけて

5 ! D. 

し、「］然草地の上恢なマメ

砂 tuosum(Sw.) DC. 

として知られている。本和［は沖網の各畠にも自生する。
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英名 Flurida beggar we叫

直立性の一年生または多年生の草本て、草高 1~2m に達する。新大陪の熱帯ならびに亜熱幣

の原産てあるか、現在てはハワイやアフリカにまて広〈分布している。放牧用草種としての利用

のはかに、乾箪用位種あるし,1よ、骰覆作物や緑肥としても用いられる。種fにより容易に繁柏し

アメリカ令衆川東南部、中南米、南ローテシア、イタリアなどてはそ□栽珀か奨励されていると

し'', 0 

6) D. trzflorzmz(L、)DC疇

和名 ノ、イマヤ工/... elf 

熱幣に広く分布する小邸のはふ〈性多年牛伯本てある合小葉は長柏円形ないし倒卵形て•通常 11 「l

頭である。［月小葉は長さ 1cm程度になる 花は管紫色て 1--3化を腋生する。家畜の採食に耐え

自然草地の構成倍柿として るが、被覆作物としても利用される。フラシ）しては上にハイ

ヤ少卜Iからペルナンプコ少卜1にかけて日生し、レ／ーフエの農学研究所 (Institntode l'csqu1sas 

,¥gronomicaいには本種のコレクシヨンかある C なお本種は沖遁の各畠にも自生する、9

2. Zornia属（ス十ジマメ属）

比較的少数の種からなる属て、アメリカ

1) Z. dij)い!la(L.) Perぶ

ものか多し‘。

和名 ス十ンマメ

直立または斜」するい本て熱閤に広く分布する'ヽ膨態的に愛澤騎［大きい柿てある。苓は細くて

無L、陥部て多少分餃する。茎には時に30cm以上になる C、小菜は披針形て、迎諮ー，けの小策か

葉柄の先端につ〈 cヽ 策腋より長さ 5-~ 8 Clllの花軸を出し、也に己まれた 6-8ケの花をつける

柿子を翌富に産するか、イネ和I箪種との説介には弱し、とみなされてしヽる柏懺は

も少ないか、やせ地によ〈生育し干ばつにも創えるため、地域によっては重要な

は被覆作物となっている。今回収集したもののうちCollectonNo.69は、

と密な柏被を形成してしヽだ。

3. Lupi・，］払1・mut砂 illsSw. りし名 Pearl Lup111 

→ ‘ヽ八 -,r
-I口つ、

現地名 Tarwi (Tar!t11i) まだはQuechua

、'i

もしく

I'l  』t,POl/l

南米l息／産の食用ルーピンで、アンテスの高地に される c、本神と In」し〈怜i和恥崖の食用マメ

であるインゲンマメよりも椋高の1Niし、地罰に適する｝イ氏温に耐え、やせ地によく育つか、か古に

喝い（ インティオかiー".に日給宜悦として牧応するか、収穂物の—ー→部はクスコなどの町の市場で売

られてしヽる C アルカロイトを含み、灰汁~抜ぎに『間かかかるため、現介ては貧民の食物という伯

買しか占めてしヽない。なお、その灰汁抜きは、通常見を衣て種皮を取り除いた後に、谷間の冷だ

いせせら苔に 1週間から 2週間もさら「というものてある。

し~ かし、本柾 ったんはく質ならひに脂肋を多く含むため、食）lJある＼ヽは飼料）廿マメ煩と

して江目に1直する C ペルーのクスコ大学ては、 1970年より本秤の収集をはしめ、現{E450点あま

りのコレク／ョンを特ってしヽるか、それらの分析結果から、だんばく含量は35~・45%、平均て39
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％、まだ脂肪含贔は16--26%、平均て21 としヽう伯を得てしヽる 3

本柾は冷泊な山岳地幣のやせた畑に栽記されるため、収畠は—→般の農家で 1 ha当り、 700から

900kgど低いか、英田ての最近の得八瓜験ては、小面柏の試験糾果てはあるか、 1 rn'cl!! たり 4.00g 

弱に る多収 見し,t、：き iしてしヽ る。

阿、コロンビアのポコタ巾近郊て収集した 2点は、農 → 観買用に

のである。採集地は両者とも標峠 3,000mはとで、

あっだ。

i . Chcno加diun1qumoa ¥Villd. 

促名 qui no a 

中にifんだ白と

されていたも

人変に印象的て

アカサf十(!)-・.年I州である。ヘルー (l)
弓べ＼
＼、 ても ,OOOmまでのアンデスの でiよ、

トウモロコシに代る

]'7)直径は 2 -r" 
ヽ

として栽培きれる心

一ゞ／ ‘し 9 、六、ふ 7
'・. し心ヽ Iし、ぶ） 0 。

は 1-・2 mに迄し、 5-6カ月 t
 

ーrf ゜
るす

苔なし、か、ヘルー南罹のアレ沢 lハては、

ヤノアに関しペルーのラやモリーナ

家の十均収凪は lha'1'1 たり日 OOkg~Ji,) にす

て 5,000kgもの収醤をあげた例かある Cさ

(LniY(:r喜ladNaciorrnl八graria)のマリノ。

ロメロ。ロリ氏より、 な
f

「
)

ト
6 を受けた。

l) 均~.l アの杖此

ペルーにおげる芯ノアの栽比向栢は約 l,200haて、その大部分かチチカカ湖付近に集中してし、

る 平均几丈量は lha力だり 5001澪足らすてある＾今後沢ノアの作付か培加するか否かは、加」泣流

通／ステムの整備や適正な価格保祉か実施されるかど~）かにか、っている。

されてしヽるものは、一般に遣伝的変沢か苫しく大ぎいか、穀粋(7)色と粒の大きさに関

しては共辿 をも 9 、J てvヽる， こ;/lらの -?)し、ては地域的な分化かみられ、フー／地方

の（こい（●：Al」ハならびにフニン地7iC:')B[八NC口＼等はその一・f列てある 0 なおボリビア

たSAしいいとし '・j11叶Fは、サポニン合贔か低い:.とからプーノ地万て普及しつ、ある。

え／アは適応↑生か大ちしヽだめ、その牧坑はプーノ地Jiにみられるように、温II及な谷あいからプ

され

ーノ巾付近にまて及んている。まだ各f車の士壌てよ〈牛育するか、肥沃て什士九りの深い」壌が好

適てある。 11叶寒性は存小麦よリ浚れてしヽるか、ある師(l)大友［こは劣るものと息われる。したかっ

てその栽J乳は高地てもあまり

2) :¥-ノアの成分

だんば〈質鼠はまちまちであるか、およそ10から 20°/oてある J たた、此ノアの場介には、その

ひど〈なし~ヽところに限られる C

たんはく質の糾成かより重要てある。すなわ乞必』［アミノ酸のハ予ンスかとれているとめ、動物

竹だんはく質に比へても見劣りしなし、

歩醤りは60%利度と息われるか、今 ‘’よって 余地かあろう.
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3) ぇノア刀利月］

各ド「の スーフなど［こ自家消ri:きれる C~「業！阜料どして使用されるものは ), 7 I,, 11 I I 
- ,;;, ,,. バ- I 

ない。~)アの /JI] 」 .T 内最大のものかクスコにあるか、そ□
，ご,

J
 

'~ きれる，）

Jm-r- る「l 透::H~'ll:i!J f

}

 

•,~ 

、
,
9
 

f
(
l
 

r
、

A
i
ャ -'翡製どれた加工食晶どし-::、 一凡一ーノアC)溝 (I日，-J

な用心こは判I床深'<ものかある＾さらに1曲栴かi分 I::安Itiしば、ヤノアを小麦の

とすることもてきよう。

宜r ぃ

尤ノアの種［はサポニンのような配机体を含むためlご毒＇ド［や苫味を る，このだめこ

処理技f,Fjか間発さ iしてし'るか、

ある。

→ は晶閃改良による記軌体合昌の減少まだはiな

表 1 食用マメ類収集点数
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表 2 マメ科野草類収集点数

い刃trosenzasp. 

Clitorza sp 
→、...
Desmodiurn adscende1応

D axz、llare

1J barbalwn 

2
 

D canzり）？

D
 D. molliculuin 
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表4 食用マメ類収集リスト

へ. . .. 
:::ic1cn ntic Col!ecti on Co l!ecti on 

nはme n a rn(さ No. 山\t(•

］ 

"ヽ） 「eb.12,'76 IC:¥. I、¥UBFRT,¥ll1, Col. 

Amarelo 7, r 1 Mar. S,'7li IAC門， 13raz. 

Argentino 78 Mar. ふ '7G do. 

Custa Rica 79 Mar. 5, • 76 do. 

-h・a.Kl . 芯（） Mはr, 5,'7C d,i. 

81 Mar.'.i,'7り (―l tO、

164 ¥pl. 11,'7(i Hcquc, La叫 iayeque,Peru 

2. Cicer ar幻tinum

Feb. 11,'7(i Bogot:1, CoL 

13 Feb.l3,'7G fI ,()。

47 「eb.21,'?Ci Cali, Cりl.

Introd. Commercial 82 l¥far. 5、'76 lAC, Brnz. 

Intror!. 1477 8げ Mar. 5, ・76 do. 

Introd. 1478 81 Mar. : 弓,'76 do. 

lntn1d, 1479 8り Mar. 5,'7G do. 

lntrod. 16:35 86 Mar. S,'76 du. 

1~4 Mar. 22,'7G Buenos Aires, Arg. 

125 Mar. 22,'76 do. 

141 Apl。 3,'7G Lima, Peru 

155 八p!. 12,'76 Ch1clayo, PPru 

156 Apl. 12,'76 do. 

Gi認anteH. F. 176 八pl. 15,'7G Cl¥TAN3, Peru 

Cigame 177 Apl. 15, . 7G du. 

Espanol 178 Apl. 15,'76 do. 

Turqu1a G-2-PM1 179 ;¥pl. 15,'76 (―.lo. 

Tmqu1a G-L-PM、3]80 八pl. 15,'7G do. 

Turqu(a G-2 18] Apl. 15,'7G CRIA¥", Peru 

Turqu1a C-1 182 .'¥pl. 15.'7G ,loo 

EE. Ulマ.G-I-7:-lfi !83 Apl. 15,'76 (J' C,. 

Chancav 184 i¥pl. 15,'7C rlo. 
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Scientific Variety Collection Collection 

:¥lo. date 
Localny 

name name 
--- --- -- - --・・・-・・ - --—•ヽゴー — ---・--. — ------—-—-------- -・・・ ,. --. ----- -— -------------・ -- ・-・・・-・ --- -----・--・--一. --- . 

Criollo 18り 15,'7G do場

196 Apl. 19,'76 Cuzco, Peru 

197 Apl. 19,'76 do. 

198 ApL 19,'76 do. 

199 Apl. 19,'7G do. 

3, Dolichos !ahlab 

Saranciaja 158 ,¥pl. 12,'76 Chiclayo, Peru 

4. Iェnsescu!enta 

1/1 Feb. I cl, , 76 Bogota, CoL 

122 Mar. 22,'7G l3uenos Aires, Arg 

123 Mar. 22,'76 do. 

142 ;'Ip!. 3,'76 Lima, Peru 

lり7 ApL 12,'76 Chiclayo, Peru 

5. Lzゆznusal!ms 

118 Mar. 22,'7G Buenus Aires, Arg, 

6。 ふT.. mutao, w, s 

Feb. L!,'76 near Bogota, Co 1. 

24 Feb. 13,'76 い1（）。

SCC-9 202 20,'7C UNC1, Peru 

R-2 203 ApL 20,'76 do. 

CCS-7 201 八pl.20,'76 do. 

SCG-11 205 Apl. 20,'76 do. 

7. erosus 

:o,o Feb. 17,'76 IC□ ¥, PALMIR八5,Col. 

8. Phaseolus lunatus 

126 Mar. 22, . 7り Buenos :、¥ires,八rg.

14--1- .:'¥pl. 3,'76 Lima, Peru 

I IC¥ l 5~l Apl. 12,'76 Chiclayo, Peru 

、C)•. p 

1呂 いいb . 2 1 , ' 7 6 Cali, Cヽ:oI, 

Porotりはlubia 11'.J Ma、l'. 22,'76 Buenos Aire, ゞ，八rg.

Poroto colorado 1こ0 Mar. ZZ,'76 do. 
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Scientific VuriPty collection Collection 
'1.0じ且1'・I!¥ 

name name '八TlL date 

Porot,, holita l'.:: i Mar。 22,'76 do, 

Poroto pallai-e,;'I 127 Mar.'.:'.'.:'., ・7(5 do. 

つl anarrnto rn叫oraclo ](忍 1¥pl. 1り,, -;-c CHJX¥, Pし！`し1

"Jcgro de chinch且 1G9 八pl l丘， 7li do. 

C::inario cle chincha 17し） 八pl. Li, . 7G do. 

Bayo local 171 八pl. 15,'76 （］ぃ，

Bayo chim丘 172 八pl. 1日..76 け0.

Blanc・nlocal 1n 八pi. 15,'76 d,i、

Coc:acho 17+ Apl. 15 .. 7ti do, 

EE. Uじ. I-251 17:-i Apl. l 5, , 76 do. 

10. f-応:um satznon 15 Feb. 13,'76 B隅 oia, C>ol.

Criolla local 1メ6 1¥pL 1り， '76 CHUべ？ドeru

Juni'n criolla 187 :¥pl. 1凡 '76 do. 

Juni'n 109 188 ¥pl. lり， '7ti di). 

J unm ヽ^ cuarcntcna l呂9 Apl. 1凡 '76 do. 

L ibcrt ad samiago 
190 八pl. 1日， '7G do. 

chuco 

Abundanc1a bltss-B 191 Apl. 15,'76 do今

ll. F欠011>/wcmクustelmgonol叫)1/.1

:~l Feb. 17,'76 I Cc¥, い¥lぶllHA,Col. 

l 2. Tl1cza faba 6 

Hi Feb。 13,'7G Bogota, Col. 

13. Vi[[na radzaia l」3 Apl. :l,'7G しim恥 Peru

112! 3 IC八 211 Feb. 18,'76 Cl八lも， Col.

11220 JC,'¥ 212 Feb. 18,'7C do. 

11'.::01 IC八 213 ドeb. l呂， ・7c; du. 

11'.:'02 lCA 214 Feb. lバ， '76 ch. 

1120(3 !CA 215 ドeb. 18, . 7G do. 

Bcrk,,n 2lG Feb. 18, "76 do. 

M-1'.JS 2]7 Feb. l 芯， •7(i dno 

M喜()'! 218 Feb. l芯， '7G do. 

14, V smし'Jl,';/5

¥J (), :、巧り 87 'vlar. :i, . 76 L¥C, f―lrnz. 
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:::,rヽ(、・1ent1n9書c ¥'aritv Collcctw11 Col1ec1ion 
Localn, 

name nanw No. date 
- ---- ------―- - - -- s- - ----- - -

131:ick-•cye 8呂 !¥far. 5, . 7C do, 

[―lr叫）ham 89 ;¥far. :i.'7(i du. 

Cilindrica ¥JO Ivlar勺り， 7(j し.よ{｛）． 

Con1w'-o (Vil 1 lvlar. 5,'7fi (1, (). • 

Cilindじ!Ca 90 Mar. 5, ・7ti do. 

C" orni ao 91 Mar. 5,'7(i do. 

Coniirnhは '.)2 Mar. :'i,'7(i (1l (). 

Eはrly-r・叫 ~13 Mar. :i,'71た； ci<l. 

[ron 9、1 Mar。 ,,'7バ dri. 

Ja,1uaribe ur 
9 > Mur。日.'76 do. 

13aiano 

I'otomac % l'vlar. :i,'7ti I入C,Brnz。

Oscarnitc >i7 Mar. :i,'7h do. 

¥'c,rmclho り呂 Mar. 5,'7(, (¥i (), 

¥"ictor （）り Mai'. S,'7G d(). 

l-;uai ra local 100 !¥hr. り、 7(i r[, ―)． 

11り ¥pl. :i.・rn Lrnrn, Peru 

•• 
^
4
'
 

、上‘
、

i

E叫しc・iりn Expcri mcnrしd し＼しIBJ:H・1・.¥「)'[('八、

lnstituto Agrn1H:mricu do lらtaciode、S記） l'aulo 

い,mtroHegionul de Ill¥ eslig喜 ic,n 1¥grnpcし・1rnriad,-l ¥し)rte 

Unin'rsidad :¥Jaciu11al de San八ntonio !¥bad 心1C:m:co 

Ccntrn Expc-rim臼it.al PAL1¥Il凡¥,IC.¥. 

G Cen1ro lntぃrnaciunal de八grir:ul111r11・「rnpical

····20~ 



表 5 マメ科野草類収集リスト

Scientific 

name 

Collec-t1un 

No. 
Loc11li1y and Hcmarks 

z
 

s ） 

二Cnztrosemasp. 

'12 Fdi. 20, ・76 near Tuni>., Cauca, Col.; alt. 1,600m 

(i FE1b. 12,'7り IC:¥,L¥ l』：汀 ¥1〕1, Col. 

3芯 Feb.20,'76 near Santander, Cauca, Col.; alt. l, lOOrn 

En Mはr. 2,'76 Sa.o Sdiastiao l.sl., SP, Braz. 

3 Chi位 /0 Sp. P
)
 

.l 
7
 

ヽ

，
 

2
 

ー

a
 

1・▲z
 

4
 

0
)
 

do. 

Desnzodium arバendensヽ :-iり* Feb. l'.l.'7(i 日aioCalima, Valle, Col.; alt.:>Om

11 * Fr斗.20.'76 near Canca, Col、； altと lJOOm

32 ** Mはr. l,'76 near .l孔mbciro,SP, Braz.; alt. 800m 

り1 M孔r. l,'76 near Paraib1rna, SP, llraz.; alt. 6> Om

ーー`ぢ且ーa
 

r,’ （
 

i
 

a
 

e
 

n
 

f‘,、
（`
 7

 
＇ 

，
 

ーーg
 

f
l
 

＼
 

、
）（
 

-a 
SP, Bra乙.:air. 50m 

こ'5.D axillare 

（）~［）．加rbalwn

7 D. ca m11n 

8. u !zc/CJ叫）Ii, ・U11m
9. D. I・110/llc11lun1

10. !)叩加la;で

68 ** 'Viar. 2, '76 near P(,rいque,S五oSebasti五し） lヽl.,SP, Braz. 

ry'.:l ** ¥Jar企 3, 76 CIO. 

； 5 ** Mar。ふ，• 76 near Cai畜ag、,1atatuba.SP, Hra乙.;alt. 700m 

Mal'. 5、.76 IZ2. Bnu.; nrigin: ・ 「りrrin!ia,SP, Bra;:。

:Viar. 10, • 76 near Inst。do Rぃ i,~ni い,, Sl', Braム

!V1a1・. 13, ・76 Fion, ヽtacb Tijuc且，｝し」， Braz.

10こ）

111 

l lり

J rn 
') 19□ 、

り2

'.1 l 

.：)-答・、

103 

l()(i 

108 

Mar. I :-l,'',-(i nea1、シrn1dos "「res

:¥pl. 18,'76 I¥L,clrnpicchu, Cu1,co, Peru 

;iar. 2, '76 Sao Sebasti丘ぃ lsl.,SP, Bra1 

R」、 Bra1. 

F心.12,'7い IC.¥,L¥ !JUEげrAD,Col. 

Mar. 1, ・7(i near .J amlx、iro,SP, Braaz.: alt. 800m 

Mar. l, ・,G S丘o Sebasti丘ぃ lsl, SP, Braz. 

Mar. t,.'76 1/, 「3ra乙； origin: ¥マovaObessa, S『,Bl', しlJ.

Mar. G, . 7G Sふ） Cat・Jo、、 SP,Llr:,1. 

,',,'Iar. 6, . 7G 1111ar Conde du Pinhal, SP, Braz. 

りCl**M乳r. 2,'76 S五oSe! ・） aヽtiauIぅl.,Sl●)， Llra;.,:. 

61** Mはr. 2'71i do. 

7G ** Mar. 3, ・7(i 11car、 Carnguarau1ha,SI', Br・,u:.; alt. 700m 

:l2 Feb. 17.'7り CL-¥T3.Col.;('¥. ,J oh11ヽton

192 ,¥pl. 18,'7fi l¥lnchupicchu, C11;,:co, Peru 

71 ** l¥1ar. 3,'7り nearPいJ'(><JUC),S臼oScbastiuo 1ヽI.,Sp, Brai'.. 
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Sci巳mific
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Scientific Collection 
Loe叫ityand Remarks 

nはme no. 

Collection 

date 

23M 訂・zdica

24. Phaseolus graczlzs 

，ぷ P pilosus 

?
.
 

26. 戸. Sp. 

r、， 

22 * Feb.13,'76 

152 Apl. 4,'76 

208 J¥pl.21,'76 

8* Feb. 12, "76 

4* FPb. 12,'76 

12 * Feb、 12,'76

， Feb. 12,'76 
70 Mar. 2.'76 

21 S(ylosanth謬

1□ Feb. 20,'76 Popayan, Cはuca,Col.; alt. 17:"l4m 

(37 ** Mar. 2, ・76 near Pereque, Sao Sebasti五oIsl.,SP.Braz. 

711 ** Mar. 2,'76 Pereque, Sao Sebasti五oIsl., SP, Braz 

72 ** Mar. 2,'76 直

~ p. 53 Mar. 1,'76 near .Jambeiro, SP, Bra乙.;alt. 800m 

こ忍 S. uzscosa 

。
っぅ

｀
 

ama加五 ？ 

げJ. T dubwm 

32 T. hibndunz 

ぶ'.;,Tr喜）ens 

ぶ4.T. sp. 

'冗．し・五．、・asatzua 

36. 幻teota

加 arGuはsea,Cundinamarca, Col.; ali. 2, 600m 

Chancay, Lima, P臼 u

neとir San Sebastian, Cuzco, Peru 

ICA, LA LIBERT A「)， Col.

near Villavicencio, Meta, CoL;alし l,OOOm

ICA, LA LmrmT八D,Col.; Frijol lanudo 

、ICA,LA LIRF:R'「八D,Col. 

Perecg1c, Siio Sebastiiio Isl、,SP, Braz. 

10 Feb.12,'76 IC八,LA LIBERT AD, Coi. 

40 Feb. 20,'76 near Santander, Caucca, Col.; alt. l ,:300m 

53 Mar. 1,'76 

19 * Fcb.13,'76 

17 * Feb.13,'76 

18 * Feb. B,'7G 

20 * Feb. B,'7G 

33 Feb. 19,'76 

り（） F凸.23,'76 

13] Mar. 26,'76 

138 M紅 .'.27,'76

209 Apl. 21,'76 

128 ]¥far. 2げ， '76

135 Mar. 27,'7G 

136 Mar. ど7,'7Ci

140 Mar. 27. ・76 

150 八pl. 1,'76 

](31 八叫. H,'7fi 

Alto 

Buenos 

CoL;alt. 2,800m 

do. 

do. 

do. 

near Cali, Col.; alt. 2,500m 

Ciudadじniversitaria,Bogota, Col.; 

alt. 2GOOrn 

La Carmen, Bふ Arg.

Punta Lara , B八，八rg.

Angosw1・a, Cuzco, Peru 

び
Cr

 

＼
 

9
f
 

~
~
~
 

Punta Lara, B八， Arg.

1 no. 

do. 

Lima, Pr•ru 

Peru 
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M孔r。27,'':6 Punta Lara, 且¥,Arg. 

I玉b.12,',C near Cundinarnarca, Coし;alし2,600m

11 I五b.12, . 76 IC―..、,LA UBEl:ff八D,Col. 

39 Feb. 20,'76 near Sanwnder, CaしICは，（いl.;はlt.l,300m 

13 * Feb. ど0,'76 1war Tun1a, Canca, Col.; alt. 1,600m 

+6 Feb. 20,''iii Popはyan,Cauca, Col.; alt. 1,734m 

り7 ¥far. ] ,'76 near Caraguarawba, SP, Braz.; alt. 10m 

59 lVIar. :2, ・76 neはrPortinho, Sa.o Sebasti証 Isl.,SP, Braz .. ; 
alt. 10m 

65 Mar. 2,'76 I・a;1,cnda h:iiticeira, Sao Sebasriふi Is 1., 

SI; Braz. 

66 Mar. 2,'76 near Pereque, S五oSebastiao Isl.,SI', Bni:c.; 
叫t.5m 

69 * Mar. 2,'76 Pen,que, Sao Sebasr.i五oIsL,SP, Braz.;alr. 召m

105 Mar. 6,'7G S丘oCarlos, SP, Braz.; alt. 800m 

109 Mar. 6,'76 near Cone」edo Pinhal, SP, Bra乙； alr.750m 

Estacion Experimental LA LIBERT八D,IC!¥ ; alt, :3:36m 

lns1ituto de Zootecnia, SP, Bra乙．

Centro Intc,rnacional de Agricultura Tropical. 

Cemro Excwrimentalド八L」ュ＼！且 ¥.IC¥; alt 1, 006m 

＊ 梢物同定は Dr.Hernando Carcia-Barriga, 

Inヽtirutode Ciencias Natur叫es,Universidad Nacional de Colombia. 

＊＊柏物詞定は Dr.Hermogeneヽ cleFreira, ヽ Leit五oFilho, 

Departamento ck、Morfologiae Sistematica Vegeta1s, 

Uni H!rsiclade Estadu叫 deCampinas. 
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表 6 雑穀類収集リスト

Scientiiic V吋 nacula1・ Collぃc1.iun Collection 
¥9―_ ` ¥Jlltltt'¥ 

name name No亭 date 
へ―’―-- -----・ —--- __ ,_ ---・------―----- -- - -------一.---------. --

qumoa Qui nl)a 116 八pl. J、 76 l',,ru 

JCO AぃI.¥;,>, . 76 do. 

'.?00 ;¥pl. El,'76 du. 

2 7ea 11211v, 117 八pl。 :'l,'7(, do. 

l」村 八pl. ],'76 do. 

l↓ 9 ;¥pl. 3,'7G du. 

201 ¥pl. 19會 '76 do. 

(JC八 V50fi) 219 FPb. 1(),'76 Col. 

(IC.¥ Vり日5) 220 F心.llJ,'76 do. 

,i Hauhzma sp,'? 111 !Vlar. 6,'76 Braz、

4. Cas.,1a ）ゞ）． llll J'vfar. 6,'76 do. 

、')し，.,LIさ11.,monsjJい;s11!a11wゞ 2:3 Feb. 13,'76 Col. 

6● ] ,UjJ/JZUS 111ter砂tus ') 2日 Feb. 13,'76 do. 

J a1、oba 112 Mar. 7,'76 Bra乙

? /JI屑 offzcmanさ 八llspice 49 Feb. 21, . 76 Col. 

do. 101 Mar. ロ， '76 Braz. 

8. unknown lfiり ;¥pl. 14, . 76 peru 
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南米の概況
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業や牧畜に依存している。農業の大部分はこの国の東部に限られており、小麦はしめ 2、3の農

作物を除いては、国内孟要はもとより海外輸出も十分な食糧生産の見込みかある。

ブラジルでは、熱幣、亜熱幣作物および数秤の温帯作物か生廂され、その ものは、 トウモ

ロコン、イネ、コム共:':¥ャ、＇，サバ、コーヒー、サトウヤヒ、ダイズ、「 7夕であり、これらて耕

地の90%におよんでいる。その他、バナナ、オレンジ、タバコ、ココア、ジャガイモ、ヤマイモ

などの栽焙もみられる C トウモロコシは主要作物て、耕地の 4分の 1を占めておリ、アマゾンド

流およびハイアJ小l南部から東方の諸州に栽坑されている。イネはミナスゼライズ）小1、サンパウロ

少卜1とリオグランデドスールHIにみられる。米と豆類は田民の上要食糧となっているが、えャ／サ

バもまた重要な作物となっている。ヤャソサバは東部ブラジルおよびアマゾン下流盆地にわたっ

て広く栽培されている。

コーヒーは無論梶界最大の生産国で、 flつこの国の大苔な収入源となっているか、

く、むしろブラジル政府はブラジルの繁栄の基礎を広けるために、他の輸出作物への生産転換を

行なおうと努めている。したかって今懺紀初頭全世界の作付面桔の70%以上におよんたモノカル

チャー的コーヒー栽培は最近では大きく転換しようとしている。

サトウキビはプラジルのプランテーション作物の第 1位を占め、えューバ、インドに次ぐ槻界

第 3位にあり、またココアはガーナに次いで世界第 2位の生産国となっている。

ブラジルは果樹栽焙にも有利な条件をもっていて、各種の原産果実ならびに導入種の果実か各

地で生産されている。

米の生産は日本移民によってもたらされたといえる C 主としてリオデシャネイロ、サンパウロ

両州にその生産は梨中し、日本移民の分布と一致している。

家畜については牛 9,850万頭、豚6,700万頭、羊2,400万頭が数えられているか、品種の改良が行

われていないこと、草地の質が悪いこと、家畜管理が不十分なことが間題としてあげられている。

しかし、リオデジャネイロ、サンパウロ両州では、二大都市に近接していることもあって、酪農

か盛んで、都市への生乳供給の役割を果している。

3)アルゼンチン

南東は大西洋にのぞみ、北東でウルグアイ、ブラジル、パラグアイと接する。北はポリビアと

アンデスの東支脈に接する。南緯22゚ から55゚ にわたり、熱帯から寒幣におよひ、ブラジルに次い

で南米第 2の大国である。

アンデス山脈は国土の西部を北から南まで貫いており、主要部は4、000-5,000m級の山稜をなし

ている。アンデス山脈の東側には支脈かならひ、中部では南北に長い盆地を多く形つくっている。

国tの北東のすみにブラジル高原の延長部であるミシオネス山地があるのを除けば、アンデス東

麓から大西洋まで、広大なグラン・チャコとパンパスの両平原やパタゴニャ台地が広かっている。

パンパスはブエノスアイレスを中心とする60万Km2の温帯草原である。この広さに対して 150

mの起伏かあるにすきす、まったくの平地といえよう 0 全域にわたってくり色の七壌が厚く、肥

沃な黒土惜をなしている。チャコは亜熱幣の低温な平原であって、排水か悪いため雨令には沼地

-28~ 



となリ、まだ河川のはんらんも誌し〈、乳季には湿地か塩分を札『ひてくる

原住民はインティオで、おもに山地に住み、平原には少なく、しかも次第に減って苓ており、

現在は 2- 3万人にすぎない。しだかってアルゼンチンの住民はスペイン植民地以来の白人が主

となっている。白人のなかでもスペイン系、ついてイタリア系か多く、 [llij者で80%を占める。

閤農地に通有の黙人はアルゼンチンにはみられない。

労慟力不足のため政策的にも移民を歓迎し、多数の移民を受入れているか、好ましくない移民

は抑制する政政をとっているため打色人種は少ないぐたた日本人は例外とされている。

アルゼンチンは］．ー業化政策の推進にもか、わらす、依然として農牧中心甘］てある。農牧崖品か

もっとも重要な輪出晶目であり、輸入の大邸分か資本財を中心とするエ崖製品で占められている。

直径 1,000kmの円形をなして広がるパンパスは温帯農産物のための肥沃な大平原であリ、アルゼ

ンチンの国富の源呆である。農産物は小麦をはじめ各種の麦類、 トウモロコシ、中麻、サッマイ

モ、牧草類と温幣および而熱幣性のものか主体である。牧畜も世界の 5指に数えられ、食肉が主

要輸出品の一つであり、『！民 1人当り食肉消特鼠は年間 190kgに達し、桐界第一位である。

4)ペルー

東西に三つの地域に分けられる。西側は太平洋岸に面した海岸平野、中央はアンデス山脈、東

側はアマゾン上流の盆地幣である 海岸平野はわずかに40-50km、長さ 2,200kmにおよぶ細長い

平地で、大部分が乾燥した砂漠をなしている。アンデスから流れる川がところどころを横断し、

その向岸だけが帯状の緑地惜となってかんかい耕作か行われている。

中央のアンデス山脈は 300-400kmの巾をもって2列または3列に牝行する山脈となり、ペルーを

縦断している。その間に4,000mを越える高原地帯かあって、そこに有名なインカ帝国の文明が築

かれた。アンテスの束側はアマゾン上流の盆地伯でモンタニヤと呼ばれ、ペルーの総面積の 2分

の 1を占め、不ーしな海岸地帯とは対照的に深い密林に覆われ、土地は肥沃であるか、はとんどま

だ開発されす、住民もぎわめて少ない。

海岸地方は雨か年に 3-4回しか降らぬところもあり、事実L、降雨鼠は皆無といってよく、し

たがってきわめて乾燥した砂漠地幣となっているか、フンボルト海流の影響によって気候がやわ

らげられ、赤道直下に近い熱瞥としては比較的涼しい。

中央のアンデス山脈および高原地方＾は、標高により気温は薯しく変化するが、一般に高原地帯

は年間を通じて涼しく、雨贔もあって耕作も吋能である。

総人口の46%は純粋のインティオで、残りか白人 (13%)およびその混血（約40%) である。

その他少数のアジア人（日本人および中田人）および黒人かいる。ペルーはブラジルよりも早く

日本移民を受入れ、現在日系人は 5/j人はどて、南米ではブラジルに次いで多い。

ペルーは農業国てあり、全人［」の62%は農菓に従事しているか、森林、山岳、砂没か多いため、

耕地面積は国土のわずか1.5%にすぎない。しかし、太平詳岸の砂漠にアンデスからの流れがある

ところでは、人工かんがい施設により肥沃なオアシスとなっていて、種々の作物が栽垢されている。
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なお、コロンヒ ])コー!、-:_―•一；ごコーヒー 公どC、まだ → つし'では大然責

'I ・.U ,.,,、 そc/)j『lヽロあだ・;し-:¥ふる

2) j支f!!:iMl ,; じr'Ji

f11: ヽ titllli)

中央限1]、コーヒ

詞lなとか;)グ，）宜

研究の分野は、

）
 

i
t
 

丁いC11illogi1・;1、-ff「

研究！析どしてd文化竺］した

!Jillヽ

会、コロンヒアイバ1!1公ネ一1守｝てある また L¥Oや口 I タブ :cーラー，--財

ている。

る地域附発の面［こまて及んてI.¥る

表 7

叶究部l"J

l) 食品技仙

~ヽ~）}＼ iじ 字

、,)j ¥ j 貪zrJIrrIJ・・・.・ . 茂j• 

4) fじq:J.

5) 属_J州'.

6) 糸f. 凸

n I ¥ ＇ I 微牛物~L業

8) 中間T此試駿

9) 栄

10) その他

よひ出

上文、 令屈7JILTヽ

l l 丁 の 活 動

サーヒスこり分野

l) 糾｝見製品の間発

2) 製造l口和＇の間］発

,'_) ) ＇ I I I 閏四、~!ー、
の解決

4) 品質竹j刑

（イ衣剌ピかれi.;式I¥災）

5) 機器Jl翡人への助言

6) 二「場設叶の相談

7) N:f..1甘I古喉及び）オ是［共

8) 中
技術者の,i)lj紬

9
ふ｝

出
な 、コロンビア

およびコロンビアにおけ

IIT のスポンサー

］） 

'← ) / i コロンビア
中央集行

3) コーヒー
栽J;汀,；者協会

4) コロンビア
化油公札

5) 公ネ1

な食晶_ _r_業閃係の研完

1) コロンヒア［こお［ナるアフリカンノヽーム｛川の間出

2) ニンニク、タマネヤ、コリヤンダー、ノ、セリ、セロリおよひトウカラシの中間丁業

叫＼験的乾媒

｀ 
:l) 食晶どしての間）こ：柏『い日からの出 (I質の訓出

I) 11L合州I: (1!<.i合［＇生）村l1勿 t~Iし［よく(/')」川 /1\

り） 網柏、ス Iヽケ子ィおよひその11,¥J連製晶： てん扮、小麦粉およひ大',L粉てお苔かえ

た場介(/)品質，Fl'価

7) W~ff/fii:J tJ4)イじ学分折

x) ;,¥こ:l!ki1l1c)」川：I', 

（）｝ 砂札ij]且場から出るノヽカ‘スど溌東物ダぅ利用

-32― 



これまでに IO}]件におよふ化学測定を h~, 、 4 Jj点の標本を擁している 0 ま、fこ 1,000('¥に及ふ

技術的な相成や 2.200件に及ふ技術指昇を中小企業に対して行ってきてしヽる。

よく整1崩苔れており、中間試験工場も立派であった

I IT の研究部門と食品）mT関係の研究諜題を表 7にがした。

3) 国際熱幣農業センター

Centro lntcrnaciona.l de八griculturaTropical -Cl!¥T 

mm、CIMMYT、CIPなど世界に八つある国際農業研究機関の一つで、コロンビのカリ市郊外

にある。他の国際研究機関か広く桐界を対象としているのに対して、 CIATは主として中南米の

農業に閃する問題をとりあげているのか特徴である。

CI八T にはヤャソサバ、マメ、イネ、 I、ウモロコシ、牛、豚、牧草の七つのプログラムかある

か、こ、ではヤャ／サバとマメ（ビーン）プログラムについて紹介する。

共ャ／サパは、中南米、東南アジア、アフリカの熱幣に多く栽培されるトウダイグサ科のでん

粉作物である。共ャ／サバはもともと熱帯アメリカか原産であったが、約 400年前、ポルトガル

人か来てから世界に広かった。アジアにある品柾も、アフリカからインドを経由してきたものとい

われる。現在では発展途上国の人逹の食糧あるいは飼料用原料としてきわめて重要視されている。

ClATにおけるヤャ／サハの研究は、有種か主体てその他、土壌、的理、昆虫、 トレーニング

なども行われている C これまでにラテンアメリカを中心に 2,300種類の品種を集めた。キャソサ

バは遺伝的変異か非常に大きく、種子から育てるといろいろなタイプのものがあらわれる。

選抜の枯準は全重に対する恨の重抵と発育のよさを重点においている。ヤャソサバは非常につ

くりやすい作物で病害虫にも比較的強い。単位面積、単位時間、手間当りの面からみて収鼠が高

し、作物といわiしているが、まだあまり詳しい研究は行われていない。株間 lmX lmで、植付から

収穫まで約 1年か、る。 CIATにおけるこれまでの収量試験ては最高60l /haとれたことかある。

目標としては、条件のよいところで50t /ha、pH4.5位の酸性土壌骨で20t /ha、中間帯で30t 

／加の収量をねらっている。

ギャ、／サバで特に間題になるのは青酸化合物を含んでいることて、多数の品秤を交雑して、そ

の後代をみても多かれわなかれ肯酸か含まれている。青酸含贔の多いものは、不十分な調理で食

べると急性中毒を起す。苫味タイプは食用に不向ぎて、一般にでん粉製造原料にまわされる。廿

味タイプは調理により苦味か減り害がなくなる。

現在の農業技術の面からみても、穀物の飛躍的培産は望めないか、いも類には十分増産の可能

性かある。

なお CIATのヤャ／サハプログラムには、河野和男拇士か育種の主任として活躍しているし、

また熱研センターから人貪幸男技官が客員研究員として駐在し、栽培、育種の研究にとり組んで

きだ。

マメの研究もClATの主要な研究対象の一つとされている。中南米はいわゆるインゲンマメの

原崖地として知られており、また低所得層の人逹の主要な食糧、たんぱく源となっている。ラテ
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ンアメリカにおけるトラィヒーンの牛廂は、全桐界の35%にも及んているといわれてしヽるか、その

収鑽培を図ると＼ヽうことは、結局ラテンアメリカの仕民の利益につなかるという観点から研究か

とりあけられている。

ビーンフロクラムの研究対象もえャ／、サバと同椋、育柿、 ヽ—・上壌、訥理、昆虫なとて、い

すれも平裳な邸門ではあるか、 とりわ ーは力か註かれてし]る O これまでにPha汀 olusvulg-

ans 10,000点、 I'. lunatas l, 000点を収集し、育柿材料として役立て、しヽる。

病古虫の問題もおろそかにすることはて差ない。現介、日本人の研究者か 2名、病典の問題に

とり組んている。

なお、食用マメの研究については、ナインェリアのイハダンにある国際熱帯農業研究所(I「fl¥)

で、ササゲ、 1にある!£!際半位燥地熱幣農業研究所アオイマメ等、またインドのノ、イデラ /'('I 1-- -

(ICH!SY「〉てやメマ、

プラジル

1) 食品技術研究所

ヒヨコマメ、 花！「＼在の研究か11わiしてしヽるこどを付け /Ji!えてお〈

Instituto de・ 「ecnologiaAgricola e .,¥Jimentar -I'i> \L

サンパウロ由より四）i 100kmのカンヒナス市にある。 （し¥C) 、り礼笏学研究所(rn)

畜産技術研究所 (!Z) とともにサンハウロナト1

の罠牧間係研究組織図と lTAf,の機構を示し］こ

,-
ぃー してしヽ る C」 1又]7念 8にサン J 、ヽウロ少卜1

ITALは名飢のぶすように、食晶加丁▲技術に関する実！廿的な試険研究を っており、

研究室のはかに、多数の中間試験工場を有し、その 非常に ている

現在行われてしヽる研究のなかて、特［こtl:日苔 iしたのは、 ラジルのi立灼崖物の地i立を占め

るようになってぎだ 利用で、 、FAOなどから さiし、 代る しし、

としての大豆たん］』〈乳の製造と実用化試験か行われている 大げだんは〈
キふヽ,,

乞',「1

すため、 ココアで林付けし、 テトラハヽ ，，ク をして 食にのせようという試みまてされて

いる。

製粉・製パンも車要な諜題となっている。プラシルでは年間500万tもの小女の，山要かあるか、そ

のうち 240 万 t か国内で生i崖されているにすき~す、半分以上か鮪人に頼・ってしヽる，，したかって小

麦の生産をあけることか最重要な諜題となっているか、 、小友輸入の外貨を るため、

［月光のヤャ！サハや大 を混用しての製ハン iしてしヽ る。

トウモロコシ30%、均ーヤ／サバ、大豆粉10%の此用てもハンの品質は

ブラジルはまた呆物の悶冨な国であり、ハナナ、マンコー、トマト、

これまての実験結果では

わらなしヽという D

アボガ 1ゞ 、柿、かんきつ

類等の収穫後の則蔵、後熟の間題も大ぎくとりあけられている_,N2、CO2ガスによるC八貯蔵あ

るいはエチレンガスによる後熟の研究か行われていた。

ここては の Dr.人¥.G. Nettoと る槻会を得たか、 II本と研究者を

発展を図りだいという希望かあった。現在、要望されている研究の分野として、 1)

2) 水）庄加上 3) 食用油 4) C¥附蔵、 5) 製粉・製/,・ ンなどかあけられた G

34--
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~~I 
・ ~JII 練宇'. 'F八0-IT八し共国吋両

加丁^ 部 技術部研究部

,n,1又し 叶利 用 コーヒー・放射
嗜好飲料

貯牛 化
食肉と加工品

包 装統
製粉と製ハン

機器開発と脂質・たんはく
製洒・ブドウ泊 設計

微 牛 物
醗醒 工業

市場調査柄 竹

． てア ノよドら：
原料 製

上、
呆

ミルクと加l三^品
中間試験工場

油 脂
ユニヅト

水産加」こ プロセス

lJ 1 - U 13 ジュースと
冷凍食品

総務部

会 計

図 8 ITALの組織
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2)畜産技術研究所

Instituto de Zoowcni a --IZ 

IZはアメリカーナ市郊外にある。 ,17]間の時間が僅かてあったため、所内を叶細に見学するこ

とがてきなかったのて簡単に紹介する。

IZ Iこは食肉技｛肘部をはしめ令部で 5研究部ある。

食内技術部と乳牛技術部では、肉牛と乳牛について、動物技術部では豚、鶏、山羊についての

飼育と改良の研究を、また動物栄養部では牧草と栄養の問題をとりあげている。

ゎflわれの訪iしたのは動物泊養郎であるか、こコでは現介、マメ利およびイネ科牧州の牧培，，式

験と秤f培始を行っていた。特にマメ科牧革については、カンヒーナス大学と協同して、ブラジル

に自生する単師の収集にll'r『したところである。
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アルゼンチン

1) [土j立農牧技術研究所

Instituto N acional de・ 「en1ologia八gropccuaria-l¥f'L¥ 

アルゼンチン に所属し、 III内の 閃する試吹・研究ならひに酋及について

る機関である。 I¥"T¥は理事会によって運宮されており、理事会（1） メ／ハーは、農牧庁、

アルゼンチン農牧協会、農業連盟、大学農学部等の つよって構成竺れている。理事におよひ

副理市長は政府部内から選ばれる。郎事会はINT八グ）舷芯決定機関てあり、

に渡され、所長はその運営と実行を行される。

所長のもとに 4名の副所長かおり、それぞれ次の部門を袖佐している

所長

（］）研究

(2) 企両評価

(3) 晋及振興

('1) プロジェクト研究

理事 会

理事会事務局

許及零間発部 農業研究部 牧畜研究部 管理部

農牧研究センター

七壌研究所

梢物学研究所

農斐柿物学研究所

植物病則研究所

動物学研究所

有用動物学研究所

動物病理研究所

ロてい疫研究所

農梨土木研究所

微生物研究所

農産加工研究所

地域センター 13 

試験場 26

付属牧場 6

支

許 及

場 5

所 240

図 9 IYL¥の組織
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l ¥'「¥lこ; ンタ--ど L3ク）地j戌セ，＇，、ターぢ土ぴ 2(3ク］虎 をもど、でおリ、さら｛こそ

cl) I、iこ普及センタ ・・・i]、オ）')、翡及員は農l寸iこべ'))て -
1↓
 

［
 

9

_

＿
 

l
―
 

一

な を行-;ている

1(間の

ill; し竺ンチン 晶胴出糾の 2?bてあるか、輯出合(tiこは

ダ） W~i; 紐Hー；こ 1賃'i-ン＇ご¥,,る［打てしもる

1¥T¥グ）屈員

＼
，
 

り'」

ド） fi.000名、そ、ク）うち

ンダー

i
J
 

し／一 lc!J研完

あり、

でいる

：ぐこ鮪!I¥ー不h¥<l〉だ

、l,100名である 3

し・cntro ¥ acional rlr、lrnぃztigacioneヽ aria,、-C¥:L¥ 

T'¥'ー「¥: こ

1'fH、 J-

hhhiし力s,;JiJHJLt:: バ［土

フエ／スアイレス巾郊外、カステラー］しCり広大な散地1文］！ご

11の

」也｝或におげる、次のような研化を行っでし、る

1) 柏物分布凶の作成

2〕ヤナえ刊柏物の

:-l) 松、ユーカり、／）柏林

4) 

ヤナ

類(/) レ，し｝

ア］しセンチン/:ーおし、ては収＇炭な木村応原て、ノヽ ルフ＼ 糾間用紙、令板、［支ポーー！レ粕

つピ＿、〈和JJU~iして← しヽる

なおこ、てはマメ：こつしヽて

剤グ）使川

して＼~ るヽ C

InヽIi「utode Uotはnica:¥gricob -c、—・『として庁i ,jr; 

はあまり得ら｝しなかっだぐアルゼンチンでは 下

）
ネ
i

A~ ↑
↓
‘
 

J
1
,
`
 

の動物たん：・［くの仇衿か 1分 に あ I)、＋直］勿だんは〈｛こ如ることはな〈、したか，口）てこク)};'iJ月の研

究はあまり flわ1iてしヽ なし＼ しかし、最五はアルセンチンしこおし、グ、も人，J7)

t) 
ヽ お上 柿ク）研究苔

t;¥かHI'りに発展して汀）〈ものど

ペルー

1)地域農牧研究センダー

いてし、る

竺れてしヽ る、/

Centro H, >gional ,le、Invcヽtigacion i¥gro1〕ccu,u・ia -CRIA 

CHL¥ ! よ/'-:、 iし-[E[ [、r1'蘭竹‘［こ I骨I,,月L、

なし地を打する詞［月ては、

し---y'-ら

及ひ畠月：こ-)¥、ズ:v)l1J1・5じを 11・)-~ しiる： CHI八ーI/p ;, 

IV まていリ、ヘルーを」~ ぐ）1こ＇｝］、 IJ-、そHそi[cl)地域（こ ＇つつつ翡且 1i'i'竺jしてし、る,CHL¥-l ; よりマ、

IIはイカ、 Illはオクンテンタル、 Nはランノヽ工／ケ1こ あり、そiしそれ(/)地域の特色をも

だ1閃牧研究｛ことリ糸111してしヽる，地域センタ・一のドにはどら iご2、 3び）支場かある

hHわ］し；土こ (I)うぢ、 CHI.¥-I及ひIVを山れたゞ

CHL¥- I はへ几．—-中部地域のI農iし研究を担当している。ここての研究とボ党は、中部地域ての

Tr咬なi『物てある、>-¥'・カイモ、インゲンマメ、 r7夕、コムヤ、サヅマイモ、訃l粋作物、牧り'i,

糾品師の間発ど村if-↑所ならひに牧焙技術の改善と応）llてある。
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また海岸や山林原野におけるモルモ I 卜、 ウサ沢の育柿と苦／文および幼動物の栄養と飼育管理

につし、ても研究を行っている。ペルーてはインティオ らクーイと 1亦するモルモ，，卜の一種

を食用として している。

CRlr¥ ---Nは北部地域の研究を打]"りしてし-,る 研究の中心はイネてあるか、 そび）はか l、ウモロコ

シ、ゾルガム、マメ、油粋作物、サトウ芯ヒなど畑作物につしヽても研究をfrっている"

rn~s と（！来種〖 Mochina X Poltura)をかけあわせて、 INTI という品種をつく 1)たし、

イネについ

グ 1+
C.b, 

高収量：をあげることができだということであった。

CRI!¥-Nの研究部門は、育柿、栽培、 、病坪、 等て研究者は25名はど る。

機材類は比較的よく整備されている。以110 に cm八—-N の糾織を可：しだ

2) [―f]際馬鈴薯センター

Centro In rcrnacion』出ヽ lapapa -CTP 

(lntcrnational Powto Cent「(、)

ペ‘レーはシャガイモの原崖地であり、多くの栽l立種や野牛秤かみられる その」、:-jな

からClPか［叫際農叢研究機関の一つとして1971年に発足した センターはリマ巾郊外ラ・モリ

ナ(7) よびCRL¥--Iに近接してしヽるところにある 3

所長はしめ首脳部は米人で、

ンャガイモは

p’i 
ー，T‘i 

は

これらの人によってセンターか動いているとし、 -j印象を受けだ

ヽ

J
¥
 

苔

、し肝熱常の直伝子泊を間発し、有用品種を育成しようとしている_CIいの主な活動に

は 1) 品利の収集、保仔、行種、

』!I練などかある。

リマにおけるセンターでは

礎的な研究か行かiして＼ヽ るつ

にも試験場をもっているし

Germplasm Bank 

人類は現右そのはんの一部しか使ってし、ないといわれる"

2 l ltl際的研究網と

、極帆温｛ごおける組織の{'tl仔、

またベルーのワンカーヨ

ンダーとし'、C(7)役割、

（高喩地）、サンラモン（贔

3) 

どの見

多湿地｝

はワンカーヨにある。これまでに野生種、栽鈷種を合のて 7,500種のコレク

ションをもっており、そのうち 5,200種かSo!anz1n1 T辺）（リ・osmnである。

ClPはCL¥Tなどと異って、各mとの協力のもとに成りた oており、 日本からの柏極的な参加

を呼びかけられだ。国際的には、アメリカ、西トイツ、 オランタ‘、イャリス、 カナダなどの先進

UJの大学や研究機関と提携して、品柿の特『l註価ならひにそ

V。採集植物同定のために訪れた研究機関

を1Jってしヽ る。

1) コロンビア大学 自然科学研究所

lnstitu LO de Ciencias N atu rales 

UniversidcLcl C()lombia, Bogola, Colombia 

2)サンパウロJ小1立植物学研究1iJr

Institllto c、leBot丘nicade S五0 pはulo

Ministerio de :¥gricultura, S五oPaulo, Brazil 
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3) リオテジャネイロ植物図

J ardim Botanico - Servi~·o 「lorcstal

Rio de Janeiro, Brazil 

4) ダー一→ ウィン

lnstimtu de Bmanica "Darwinion .. 

Buenos .'¥ires, Argentina 

プロジェク）ヽ

研究部

ビ ス 夕
フロリダ

試 験 場

農 面
菓 産
研 研
ワ九 ワjし

部 部

理

管

チ
試 験

辰曲

業
研
ク九' 

部

研究総局

CRlA--N 
所に

"D 
屯"

ラ

場

畜
産
研
究
部

ウアラス

試 場

図10 北部農牧研究センター (CRIA--N)の組織
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5) サンミ,,}レコス大学 目

;¥11応い） de、日心）l臼 Natural "Ja¥-iぃr「)l'はcio"

しTni•、crsidad Mayor dぃSanMarcos 

Lima, Peru 

1) 雨米とわ 陪46. 版より）
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付図 1)
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付図 2)
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付図 3i 

月平均湿度
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付図 4)
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付図 6)
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26, 

35, イ二

36 ブ、ラジ

37. 熱帯熔？？二の出？とに関？ミ3

38. 七ラードに時十るシンボ

39，オーストラリアにおける

40ゆ f君、 ＇｝ ランウにお；テる

必‘東南アジアにおける

42. 

Thセ Bro＼九n

ふ仁ブラジ YしにJ:，＇ずる

45. 1マieldObsにそrv,lt.iou心 and 

46. ブィ Ijピンのマメ如、とくに

。＇ ' and .inつりnesiceぇ

る

of Piiddy Soils in Th仕iland

47. Proceedings of S,', BR入。 ¥Vorkshop on Animal 心•c·netic Re弓ourc、日出 in /1.sia and 0cc乱nia

,J8, Field Observations aハdLaboratm寸 i¥nalyお何 of l:oland Soils in Thailand 

49ゅタイ lt］におけるしandCo nso lid ariけれについて

50. セラードシンポジウムIV

51. ？レ b シアダムかんカ｛piit笹口tl1J＼交における

52. ブラジルサンパウロおよびパラナ州の土壌と農業調査報告書

53. スーダ＞ <7)農業と

54. インドネシアにおける

55. ヰ1患の熱帯器業と

〉〆

56. ス I）ランァ？における午内生産の現：1えと

57但タイ、インドネシアにおける地下

59. 

60. 

リカからの新作物探索導入謂

る

,, 
rm 

へと試験研究状況調査報告書




